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渡部さんが専修大学に着任したのは，昭和５９年４月である。法学部教授
会に初めて出席し，私の斜め前に座ったときの渡部さんの端正な姿が今で
も鮮明に思い出される。爾来約２５年の間，心の通じ合う親しき友であった。
楽しい時も苦しい時も，共に人生を語り合えた友が今はいない。自宅の庭
の山椒を見るたびにまだ心が痛み，人の命の儚さを思う。
もうかれこれ１０数年ぐらい前のことである。入間に今の家を建てた時，
渡部さんは，庭に大きな木を一本植えると落ち着きが出てよいと助言して
きた。しかし，居合の稽古をする空間はあるものの，大きな木を植える広
さなどない狭い庭なので，そんなことは無理だと言ったら，足柄から山椒
とクチナシの木を持ってきた。私の宮崎の家の築山には山椒の木があり，
春になると，竹山から筍を掘り出して山椒の若芽を和え物にして旬の筍を
食し，静かに藤の花を見ながら焼酎を飲むのが楽しみだし，初夏には，泉
水の縁に植えてあるクチナシの白い花の香で目が覚めるという話を，渡部
さんは覚えていたのである。渡部さんが持ってきた山椒とクチナシは，入
間の庭に根付き，春になると筍に山椒の若芽を和えて食べ，初夏にはクチ
ナシの花の香が庭から書斎に漂ってくるという風情をもたらした。
どうしたことか，今年も宮崎から送ってきた旬の筍を食べるというので，
庭に出て山椒の若芽を摘もうと思ったら，知らない間に山椒の木が枯れて
いるのである。庭の山椒も渡部さんと共に一生を終えたのかと愕然とし，
不思議でならなかった。ところが，５月に入って，枯れた山椒の木の近く
に，新しい山椒の木の芽が育ってきた。渡部さんは，楽しみを送り続ける
319
ために，２代目の山椒を芽吹かせたと思わざるをえなかった。友は死して
も，木の香にのせて友情を送り続けている。
昨年の１１月３０日に，足柄上病院に入院していた渡部さんを見舞った。２９
日に，しばらく音信がなかったので電話したところ，脳出血で倒れて入院
していることが分かり，病院に会いに行った。渡部さんは，体の左側が動
かず，もう言葉を発することができなかった。筆談で意思疎通ができた。
リハビリで元気になったら，神田でコーヒーを一緒に飲みたいと書いて，
涙をながしながら，しっかり手を握った。たしかな握力が残っていた。必
ずや回復すると思った。しかし，その後も熱が下がらず，容態が悪化し，
平塚共済病院に転院した。１２月１７日，評議員会の最中に，私のもとに危篤
のメモが届いた。会議が終わるまでは動けず，病院に駆けつけた時は，す
でに夜の１０時を過ぎていた。私が会いに行ったとき，渡部さんは奇跡的に
酸素マスクを外して声を発した。差し出した手にもう力は無かった。かす
かに耳に聞こえたのは，「ヒーちゃん，ありがとう。さよなら。」という言
葉だった。悲しくも，これが聞いた最後の言葉であった。私は，何の言葉
も返せず，手を強く握り返し，静かに見守るしかなかった。その夜，奥様
から，声を出すための訓練をしている時，「専修大学，万歳。」とはっきり
声に出して，まわりをびっくりさせたことがあったことを聞いた。いつも
専修大学を思っていた渡部さんらしい逸話だが，「さよなら」という言葉
はもう最期を覚悟している声だっただけに，胸がふさがった。渡部さんは，
その夜は危機を脱したものの，２１日の夜，息を引き取った。
１２月２６日に告別式が行われ，小田原郊外の丘の上で荼毘に付された。よ
く晴れ渡り，そこからは相模湾が一望できて，海の青さが目にしみた。空
気が澄んでいて，光の透明感が一段と冴え渡っていた。光には色はない。
光は，客体が持っている色彩を引き出すだけだ。光に照らされて，物に内
在している色彩が放たれるのである。渡部さんの名前は，「光」である。
まさに名前どおりに，渡部さんは多くの学生に光りを当て，学生の個性を
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引き出し，専修人としての自信を持たせた。奥さんや二人のお嬢さんの佇
まいを見ていても，家族を光り照らしていたことがよく分かる。友である
私にとっても光であった。荼毘に付された日の澄んだ空気と色彩の透明感
は，渡部さんのなせる技だと思いながら，君が天に昇るのを見守った。
今，山椒の若葉が日差しの中で透明感のある柔らかな色彩を発している。
まもなく，クチナシの白い花の香りが書斎に漂う。君は光の中に生きてい
る。君の最期の言葉に対し，今は言える。「渡部さん，ありがとう」
（２００９．５．１２記）
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